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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 26日 (2005.12.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 　
　 ベ ー ス に 固 定 さ れ る 駆 動 源 の 駆 動 部 分 に 当 接 す る 当 接 部 材 と 、
　 前 記 当 接 部 材 の 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 と の 当 接 力 を 調 整 す る 調 整 手 段 を 備 え た こ と を 特
徴 と す る 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 駆 動 部 分 は 駆 動 源 の 回 転 軸 で あ り 、 前 記 当 接 部 材 が 前 記 回 転 軸 の 軸 線 方 向 か ら 当 接
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ベ ー ス に 固 定 さ れ 、 前 記 当 接 部 材 を 回 動 自 在 に 保 持 す る 取 付 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 に 当 接 す る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 と 所 定 の 角 度 を
持 っ て 延 在 す る 押 圧 部 と か ら な り 、
　 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 ベ ー ス に 形 成 さ れ た ベ ー ス ね じ 孔 に 螺 合 し 、 前 記 押 圧 部 に 作 用 し
て 前 記 当 接 部 を 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 の 方 向 へ 回 動 さ せ る と と も に 、 進 退 に よ り 前 記 当 接
部 の 当 接 力 を 調 整 す る 調 整 ね じ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 駆 動
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ベ ー ス に 固 定 さ れ 、 前 記 当 接 部 材 を 回 動 自 在 に 保 持 す る 取 付 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 に 当 接 す る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 と 所 定 の 角 度 を
持 っ て 延 在 す る 押 圧 部 と か ら な り 、
　 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 押 圧 部 に 形 成 さ れ た 押 圧 部 ね じ 孔 と 、 前 記 ベ ー ス に 形 成 さ れ た 挿
通 孔 と 、 該 挿 通 孔 に 挿 通 し 該 押 圧 部 ね じ 孔 に 螺 合 す る と と も に 、 進 退 に よ り 前 記 当 接 部 の
当 接 力 を 調 整 す る 調 整 ね じ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 駆 動 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 当 接 部 材 は 、 弾 性 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の 何
れ か １ 項 に 記 載 の 駆 動 装 置 。



【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 当 接 部 の 曲 げ 部 に は 補 強 用 の リ ブ が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は
４ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 駆 動 源 に 当 接 す る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 と 所 定 の 角 度 を 持 っ て 延 在
す る と と も に 、 駆 動 源 の 方 向 に 長 い 長 孔 が 形 成 さ れ た 取 付 部 と か ら な り 、
　 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 ベ ー ス の 前 記 長 孔 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ た ね じ 孔 と 、 該 ね じ
孔 を 挿 通 し 該 取 付 部 を 所 望 と す る 位 置 に 固 定 す る 調 整 ね じ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 取 付 部 が 、 前 記 ベ ー ス の 外 側 に な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 に 当 接 す る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 と 所 定 の 角 度 を
持 っ て 延 在 す る と と も ね じ 孔 が 形 成 さ れ た 取 付 部 と か ら な り 、
　 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 ベ ー ス の 前 記 ね じ 孔 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ た 長 孔 と 、 該 長 孔
を 挿 通 し 該 取 付 部 を 所 望 と す る 位 置 に 固 定 す る 調 整 ね じ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は ２ に 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 被 駆 動 部 を 駆 動 さ せ る 駆 動 源 と 、
　 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 に 当 接 す る 当 接 部 材 と 、
　 前 記 当 接 部 材 の 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 と の 当 接 力 を 調 整 す る 調 整 手 段 を 備 え た こ と を 特
徴 と す る 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 被 駆 動 部 が 、 デ ィ ス プ レ イ で あ り 、
　 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 が 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ の 角 度 を 調 整 す る た め の モ ー タ の 駆 動 軸 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 駆 動 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 上 述 の 目 的 を 達 成 す る も の で 、 ベ ー ス に 固 定 さ れ る 駆 動 源 の 駆 動 部 分 に 当 接 す
る 当 接 部 材 と 、 前 記 当 接 部 材 の 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 と の 当 接 力 を 調 整 す る 調 整 手 段 を 備
え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
ま た 、 前 記 駆 動 部 分 は 駆 動 源 の 回 転 軸 で あ り 、 前 記 当 接 部 材 が 前 記 回 転 軸 の 軸 線 方 向 か ら
当 接 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 ベ ー ス に 固 定 さ れ 、 前 記 当 接 部 材 を 回 動 自 在 に 保 持 す る 取 付 部 材 と を 有 し 、
前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 に 当 接 す る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 と 所 定 の 角 度 を 持
っ て 延 在 す る 押 圧 部 と か ら な り 、 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 ベ ー ス に 形 成 さ れ た ベ ー ス ね じ 孔
に 螺 合 し 、 前 記 押 圧 部 に 作 用 し て 前 記 当 接 部 を 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 の 方 向 へ 回 動 さ せ る
と と も に 、 進 退 に よ り 前 記 当 接 部 の 当 接 力 を 調 整 す る 調 整 ね じ と か ら な る こ と を 特 徴 と す
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る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 ベ ー ス に 固 定 さ れ 、 前 記 当 接 部 材 を 回 動 自 在 に 保 持 す る 取 付 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 に 当 接 す る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 と 所 定 の 角 度 を
持 っ て 延 在 す る 押 圧 部 と か ら な り 、 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 押 圧 部 に 形 成 さ れ た 押 圧 部 ね じ
孔 と 、 前 記 ベ ー ス に 形 成 さ れ た 挿 通 孔 と 、 該 挿 通 孔 に 挿 通 し 該 押 圧 部 ね じ 孔 に 螺 合 す る と
と も に 、 進 退 に よ り 前 記 当 接 部 の 当 接 力 を 調 整 す る 調 整 ね じ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る
も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 当 接 部 材 は 、 弾 性 部 材 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 ま た 、 前 記 当 接 部 の 曲 げ 部 に は 補 強 用 の リ ブ が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 駆 動 源 に 当 接 す る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 と 所 定 の 角 度 を 持 っ
て 延 在 す る と と も に 、 駆 動 源 の 方 向 に 長 い 長 孔 が 形 成 さ れ た 取 付 部 と か ら な り 、 前 記 調 整
手 段 は 、 前 記 ベ ー ス の 前 記 長 孔 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ た ね じ 孔 と 、 該 ね じ 孔 を 挿 通 し
該 取 付 部 を 所 望 と す る 位 置 に 固 定 す る 調 整 ね じ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 取 付 部 が 、 前 記 ベ ー ス の 外 側 に な る よ う に 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 ま た 、 前 記 当 接 部 材 は 、 前 記 駆 動 源 に 当 接 す る 当 接 部 と 、 該 当 接 部 と 所 定 の 角 度 を 持 っ
て 延 在 す る と と も ね じ 孔 が 形 成 さ れ た 取 付 部 と か ら な り 、 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 ベ ー ス の
前 記 ね じ 孔 に 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ れ た 長 孔 と 、 該 長 孔 を 挿 通 し 該 取 付 部 を 所 望 と す る 位
置 に 固 定 す る 調 整 ね じ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 ま た 、 被 駆 動 部 を 駆 動 さ せ る 駆 動 源 と 、 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 に 当 接 す る 当 接 部 材 と 、
前 記 当 接 部 材 の 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 と の 当 接 力 を 調 整 す る 調 整 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴
と す る も の で あ る 。
　 ま た 、 前 記 被 駆 動 部 が 、 デ ィ ス プ レ イ で あ り 、 　 前 記 駆 動 源 の 駆 動 部 分 が 、 前 記 デ ィ ス
プ レ イ の 角 度 を 調 整 す る た め の モ ー タ の 駆 動 軸 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
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